
  令和４年 １２月 ２日 

 

びわ湖カーボンクレジット登録制度 登録申請書 
 

 

滋賀県知事 あて 

 

                （住     所）   滋賀県大津市京町○―○―○ 

                （団体・法人名）   株式会社○○ 

                （[代表者]氏名）  滋賀 太郎 

 

 

   びわ湖カーボンクレジット登録制度実施要領に基づき、下記のとおり登録を申請します。 

 

 １．取組名 

タイトル 【祭×脱炭素】地域に根差す「○○祭り」をCO₂実質ゼロで開催！ 

 

２．申請者に関する情報 

住所 
〒520-8577 

滋賀県大津市京町○―○―○ 

団体・法人名 株式会社○○ 

所属部署 総合企画部 

窓口担当者 田中 

TEL 000-000-0000 

E-MAIL 00000@shiga.jp 

URL 00000000000000000.com 

※｢登録承認書｣は本メールアドレス宛てに送付します。 

 

 ３．クレジットに関する情報 

クレジットを ☐ 創出 する取組      活用（購入） する取組 

種類 
 省エネ     再エネ   ☐ 森林 

☐ 工業プロセス   ☐ 農業   ☐ 廃棄物 

クレジットの詳細

（任意） 

省エネ由来：LED照明への更新 

再エネ由来：太陽光発電設備の設置 

クレジットの量 

（任意） 

年間約５ｔ-CO₂程度を購入 

 
 

記入例１(活用事業者) 

mailto:00000@shiga.jp


 ４．取組の詳細 （自由記述） 
 
○イベントの概要 
 当社は、CSR活動の一環として環境×地域振興をテーマに、一般の方々にも参加いただける大規模な
夏祭りとして、「○○○フェスタ」を毎年開催していました。 
２０周年を迎えた令和４年度以降は、新たなチャレンジとして脱炭素の取組を開始！びわ湖カーボン

クレジットを活用し、フェスタをカーボンオフセット開催する取組を始めました。 
 
 【開催実績】 
  ■令和４年度 
     日時：令和４年８月７日 
     場所：○○○ホール 

オフセット対象：①フェスタで使用する電力使用に係り排出されるCO₂ 
                   ②来場者およびスタッフの移動に係り排出されるCO₂ 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○取組の経緯 
  従来より、「○○○フェスタ」では来場者の方々に楽しみ
ながら環境問題について考えて頂けるきっかけを提供して
いました。 
  その中で、近年社会課題に挙げられる「脱炭素」について
も考えてもらえるような取組を始めたいと考え、フェスタを
カーボンオフセット開催することを決めました。 
  カーボンオフセットには、滋賀県産のカーボンクレジット
である「びわ湖カーボンクレジット」を採用し、地元の企業で
ある▲▲有限会社より、省エネ・再エネ由来のクレジットを
購入させていただきました。地元産のクレジット「びわ湖カーボンクレジットの購入」により、企業発症の
地である滋賀県のCO₂ネットゼロにも貢献ができることも、検討を前向きに進められた要因です。 
 
 
○今後の予定 
  次年度以降のフェスタについても、カーボンオフセット開催を予定しています。 
  環境配慮型商品として、びわ湖カーボンクレジットを活用した商材についても、次年度以降に実現で
きるよう現在検討を進めています。 
 

 
 
※本登録制度の登録には、「しがＣＯ₂ネットゼロムーブメント」への賛同宣言が必要です。 
賛同宣言をしていただいていない場合は、別紙「しがＣＯ₂ネットゼロムーブメント賛同書」に記入し、 
あわせて提出してください。 

※別紙にて説明資料がある場合は、本申請書に添付し提出してください。 

 

(お問合せ・提出先：事務局) 

滋賀県総合企画部CO₂ネットゼロ推進課 ムーブメント推進係 

Tel 077-528-349４ Fax 077-5２８-４８０８ Email cg00@pref.shiga.lg.jp 

画像２ 画像 1 

画像３ 
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